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第 2 章では、高強度レーザー照射を用いた 2光子イオン化について述べている。その中の第 2 章(1)では、スチルベ
ン誘導体の共鳴 2 光子イオン化を励起状態の性質から検討し、励起状態の寿命がラジカルカチオンの生成収率に強く
影響することを明らかにしている。また、この反応において、分子内電荷分離状態 (CT) 励起状態が関与することを




第 3 章では、 2 色 2 段階レーザー照射法を用いて高励起三重項状態の挙動を検討し、各種芳香族化合物の高励起三
重項状態の寿命を算出している。また、高励起三重項状態からの三重項エネルギー移動やこのエネルギー移動によっ
て誘起される結合解裂も見出している。












(1) 1 光子励起で生成する励起状態の寿命や溶媒の極性が共鳴 2 光子イオン化の収率に影響することを見出して





(2) 通常の 1 光子過程では観測できない芳香族化合物の高励起三重項状態について、 2 色 2 段階レーザー法によっ
て検討している。三重項エネルギー移動反応から高励起三重項状態の寿命を算出している。また、高励起三重
項状態からの特異的反応を見出している。
(3) これまで検討例のない 3 色 3 段階レーザーを用いて、ジアニシルメチルクロライドの光化学反応を検討し、ラ
ジカル、カチオンなどの反応中間体を時間・空間的に選択励起する方法により、光化学反応の中間体の濃度を
変化できることを見出している。これに伴い、レーザーの照射条件の選択により光反応の制御が可能であるこ
とを提案している。
以上のように、本論文は高強度レーザーおよびマルチレーザーを用いて、多光子励起および多段階励起による芳香
族化合物の光化学反応機構を明らかにするとともに、高励起状態や反応中間体の励起状態の化学や、短寿命反応中間
体を原料とした光化学を明らかにするものである。これらの成果は光化学の分野のみならず、光照射が関与した材料
化学や医療分野に対しても貢献する可能性がある。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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